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             平成１８年度 事業報告 

                              

概況 

 平成１８年度も寄付行為に掲げる全事業を実施した。 

本年度の特記事項としては、新たな事業として開始した研究助成制度で第１回の助

成金の交付を行った。 

 

事業の状況について 

 

１．油脂工業に関する調査研究への助成事業（寄附行為第４条第１項関係） 

（社）日本油化学会に対し同会が発行している学術誌の発行援助として本年も

寄附を行った。 

 

２．油脂工業に関する技術、経営の改良等の向上に寄与する優秀論文の表彰事業 

（寄附行為第4条第2項関係） 

（１）９月８日、東京理科大学野田キャンパスにて｢第６回油脂優秀論文賞受賞講

演会｣を開催した。１７年度の受賞者による技術部門３件、産業部門３件、合

わせて６件の講演が行われた。参加人数は約１２０名と盛会であった。 

（２）１２月１日、油脂産業論文の合同審査委員会を当会館９階会議室において、

上原審査委員長ほか外部および業界内部審査委員９名が出席して開催した。 

内部審査委員による事前の第１次審査で１９編を１０編に絞り込んだ論文を慎

重に審査した結果、下記の論文が第３８回油脂産業優秀論文として決定した. 

優秀賞 『健康的なブレインライフを送るための油脂産業の役割』 

ミヨシ油脂株式会社      高松雄一朗氏 

優秀賞 『ライフサイエンス時代の石油代替資源～地球環境を見据えたＧＥＯパームの

創出』  

ライオン株式会社   小野知二氏 

    優秀賞 『荒廃地を利用したアブラヤシ・プランテーション』 

             株式会社ＡＤＥＫＡ    小堀 悟氏 

    審査委員特別賞 『油脂産業における“匠の伝承”』 

             日本油脂株式会社  加治木武氏、水田元就氏 

（３）１２月８日、当会館９階会議室において油脂技術論文の審査委員会を二木審査

委員長ほか内部審査委員９名が出席して開催した。 

推薦論文２８編（うち同一論文１２編で正味２０編）から審査の結果、下記の

論文が第５０回油脂技術優秀論文として決定した。 

最優秀賞 『新規化粧品保湿油分の開発と超微細乳化への応用』 

株式会社資生堂  宮原令二氏、大森隆司氏、鹿子木宏之、中原一好氏、 
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細川欣哉氏 

日本油脂株式会社  円山圭一氏 

優秀賞  『疎水性リン脂質ポリマーの自己会合体に関する研究』 

        日本油脂株式会社  山本宣之氏、入江博文氏、坂元伸行氏、 

首藤健志郎氏 

        金沢大学        山岸忠明氏、中本義章氏 

優秀賞  『タンパク質の分離・濃縮への逆ミセルの応用に関する研究』 

首都大学東京       乗富秀富氏 

（４）１２月８日、油脂技術論文審査委員によって構成される研究助成審査委員会を

開催し、第２回目となる交付者３名を決定した。 

分野Ⅰ：コロイド・界面科学および石鹸・界面活性剤工業に関する技術の分野 

研究題目：『次世代型界面活性剤の開発とその基礎物性及び自己組織化に関

する研究 』 

氏名：吉村倫一氏 、所属：奈良女子大学大学院人間文化研究科  

分野Ⅱ：油脂・脂質に関する科学および油脂加工技術の分野 

研究題目：『共役脂肪酸を含有する新規構造脂質の調製と性状評価に関する研

究』  

氏名：閑田文人氏、所属：成蹊大学理工学部  

分野Ⅲ：健康・美・清潔と生活の科学に関する研究・技術の分野 

研究題目：『野生酵母の特性を利用した機能性スフィンゴ糖脂質生産技術の開

発』 

氏名：高桑直也氏、 

所属：（独）農業・食品産業技術総合研究機構 北海道農業研究センター 

（５）１９年２月２１日、前記両部門の優秀論文表彰式を経団連会館１０階パール・

ルームにおいて開催した。受賞者１２名を含む関係者約８０名出席があった。ま

た来賓を代表して経済産業省製造産業局機能性化学品室長の安居徹室長より祝辞

をいただいた。 

 

３．油脂工業に関する普及及び啓発事業（寄附行為第4条第3項関係） 

（社）日本油化学会の各支部主催、油脂工業会館共催により「油脂・脂質の機

能と健康」を共通テーマに、講演会を下記の通り全国５地区で開催した。 

実施日 場所 会場 内容 人数 講師 

8月5日 徳島市 四国大学交流プラザ 講演3題 55名 益山新樹氏ほか 

9月22日 函館市 函館国際ホテル 講演4題 70名 長田恭一氏ほか 

11月17日 岐阜市 アピ㈱長良川ﾘｻｰﾁｾﾝﾀｰ 講演3題 44名 原英彰氏ほか 

12月8日 金沢市 金沢大学自然科学棟大会議室 講演3題 82名 今中常雄氏ほか 
特別講演会 

7月13日 
東京都 日本化学会館大ホール 講演5題 59名 神田豊輝氏ほか 
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   当財団は（社）日本油化学会に対し「地区講演会開催金」を助成した。 

 

 

４．油脂工業に関する情報の収集及び提供事業（寄附行為第4条第4項関係） 

（１）定期講演会を当会館会議室において下記の通り春・秋の２回開催した。 

実施日 参加者 講師および演題 

6月14日 75名 ノンフィクション作家 山根一眞氏 

『宇宙科学の未来力』 

10月17日 72名 （財）日本エネルギー経済研究所 専務理事 十市 勉氏 

『最近のエネルギー情勢とバイオ燃料の動向』 

（２）研究会は今回で六回目を数え、本年度は『これからの製造業のあり方』をテ

ーマにメンバーを募集し業界企業７社より若手管理職の方々のエントリーがあ

った。６月より活動を開始、臨時の勉強会を含め計１２回の研究会を開催し纏

め上げた。 

研究成果は報告書にまとめ、日本石鹸洗剤工業会･日本界面活性剤工業会・日

本石鹸洗剤工業組合の会員会社など関係先に配布・提供する。また、当財団の

ホームページにも掲載し広く公開する。 

 

５．内外関係機関等との交流及び協力事業（寄附行為第4条第5項関係） 

   東アジア各国の油化学関連の研究者・技術者に対する日本油化学会学術誌への

投稿支援ならびに同学会年会への参加費用の補助として、日本油化学会に対して

助成した。 

 

６．会館の管理運営事業（寄附行為第4条第6項関係） 

   １０月より満室となり賃貸料収入として昨年度より約３百万円の増収となっ

た。但し本年２月末で１階のナチュラルローソンが退室したので、後続のテナ

ント入居を精力的に進める必要がある。 

各階の消火栓配管ならびに給水配管の更新工事が6月に完了した。また長年

の懸案であった外気吸い込みによる臭気クレーム及び地下1階～2階の雨漏れに

ついては根本的な対策を実施し解決した。 

 

Ⅱ．総務の状況について 

 

１．役員会に関する事項 

（１）５月２２日、ロイヤルパークホテル２階春海の間において定時理事会及び評

議員会を開催した。 

  〇理事会：出席理事１６名（内表決委任８名）、出席監事１名 
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    議事 １．平成１７年度事業報告、平成１７年度収支決算（案）承認の件 

    議事 ２．評議員全員任期満了に伴う改選の件  

    議事 ３．専務理事半田進への退任慰労金の件 

      報告事項：第51回定期講演会開催について 

      議事経過については議事録の通りである。 

  〇評議員会：出席評議員１８名（内表決委任１２名） 

    議事 １．平成１７年度事業報告、平成１７年度収支決算（案）承認の件 

    議事 ２．理事、監事全員任期満了による改選の件 

      報告事項：第51回定期講演会開催について 

議事経過については議事録の通りである。 

（２）平成１８年６月２８日、当会館会議室において臨時理事会を開催した。 

〇理事会：出席理事１６名（内表決委任８名） 

    議事 １．理事長、専務理事互選の件 

      議事経過については議事録の通りである。 

（３）平成１８年７月２０日、当会館会議室において臨時評議員会を開催した。 

  〇理事会：出席理事１８名（内表決委任１５名） 

    議事 １．理事1名辞任による補欠選任の件 

      議事経過については議事録の通りである。 

（３）平成１９年３月２８日、当会館会議室において定時理事会および定時評議員

会を開催した。 

  〇理事会：出席理事１６名（内表決委任７名）、出席監事０名 

    議事 １．平成１９年度事業計書（案）承認の件 

    議事 ２．就業規則一部改定の件 

報告事項 ①公益法人改革の経過報告 

②研究助成制度の年齢制限の変更について 

議事経過については議事録の通りである。 

  〇評議員会：出席評議員１８名（内表決委任９名） 

議事 １．平成１９年度事業計書（案）承認の件 

    議事 ２．就業規則一部改定の件 

報告事項 ①公益法人改革の経過報告 

②研究助成制度の年齢制限の変更について 

      議事経過については議事録の通りである。 

      

２．役員に関する事項 

（１）理事・監事・評議員全員の任期満了に伴い、平成18年5月22日の定時理事会

・評議員会において改選を行い、下記の方々が選任された。任期は6月28日

 から2年間。 
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  ○理 事：16名（新任3名、重任13名） 

       宇野允恭（重任） 宮崎仁之（重任） 岩下誠宏（重任） 

       高橋達直（重任） 後藤卓也（重任） 津田章裕（重任） 

       前田新造（新任） 下野弘人（新任） 三木啓史（重任） 

       吉野洋一郎（重任） 恒田良明（重任） 大坪 清（重任） 

       古林敬碩（新任） 二木悦雄（重任） 伊藤俊洋（重任） 

       上原征彦（重任） 

○ 監 事：3名（新任1名、重任2名） 

    三木敏行（重任） 藤本万太郎（新任） 永島公朗（重任） 

○ 評議員：18名（新任5名、重任13名） 

    竹本泰一（重任） 片岡清夫（重任） 平野光生（重任） 

    本多秀夫（重任） 木村直樹（重任） 福田正博（重任） 

    小嶋照久（重任） 家永昌明（新任） 半田 進（新任） 

    瀬谷博道（重任） 中山 勇（重任） 高野瀬励（重任） 

    平澤壽人（新任） 松村宏一（新任） 池田 功（重任） 

    宮下正房（重任） 松原隆一郎（重任）田嶋和夫（新任） 

（２）6月28日開催の理事会において理事長・専務理事の互選を行った。 

       理事長：宇野允恭（新任） 専務理事：下野弘人（新任） 

（３）理事1名から辞任の申し出があり、平成18年7月20日開催の臨時評議員会にお

いて補欠選任を行い下記の方が選任された。任期は前任者の残任期間。 

   ○理 事：辞任 岩下誠宏  新任 中嶋宏元 

 

３．職員に関する事項 

 ・4月1日付けで事務局次長として下野弘人がライオン㈱より出向した。 

 ・事務局長の半田進が6月28日付けで定年退職し、後任として下野弘人が就任し 

た。 

 

以上 



科　　　　　　目 予　算　額① 決　算　額② 差異(②ー①） 備　考
Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　①基本財産運用収入
　　　　　基本財産賃貸料収入 25,100,000 19,610,835 △ 5,489,165 13％
　　　　　基本財産利息収入 300,000 547,437 247,437
　　②特定資産運用収入
　　　　　特定資産利息収入 300,000 844,037 544,037
　　③事業収入
　　　　　賃貸料収入 122,600,000 131,241,744 8,641,744 87％
　　　　　共用費収入 23,900,000 24,764,239 864,239
　　⑤雑収入
　　　　　 受取利息収入 400,000 57,983 △ 342,017
　　　　　 雑収入 1,000,000 1,728,240 728,240
　　⑥他会計からの繰入金収入
　　　　　寄附金収入 28,000,000 23,000,000 △ 5,000,000
　　　　　繰入金収入 1,000,000 1,477,866 477,866

　　　　　　事業活動収入計 202,600,000 203,272,381 672,381

　２．事業活動支出
　　①事業費支出
　　　　　会館運営事業費 117,980,000 98,996,077 △ 18,983,923
　　　　　論文表彰等事業費 18,960,000 19,268,724 308,724
　　②管理費支出 17,100,000 15,048,572 △ 2,051,428
　　③他会計からの繰入金支出 　
　　　　　寄附金支出 28,000,000 23,000,000 △ 5,000,000
　　　　　繰入金支出 1,000,000 1,477,866 477,866
　　④退職給付引当金支出 0 2,880,000 2,880,000
　　⑤法人税住民税等 10,000,000 9,964,400 △ 35,600

　　　　　　事業活動支出計 193,040,000 170,635,639 △ 22,404,361
　事業活動収支差額 9,560,000 32,636,742 23,076,742

Ⅱ　投資活動収支の部 　
　１．投資活動収入 　
　　①特定資産取崩収入
　　　　　退職給与引当資産取崩収入 0 2,880,000 2,880,000
　　　　　研究助成引当資産取崩収入 0 2,000,000 2,000,000
　　②預り敷金受入収入 0 3,555,000 3,555,000  
　　　　　　投資活動収入計 0 8,435,000 8,435,000
　２．投資活動支出 　
　　①特定資産取得支出
　　　　　基本財産建物減価償却引当資産取得支出 1,900,000 1,890,325 △ 9,675
　　　　退職給与引当資産取得支出 1,400,000 1,176,458 △ 223,542
　　　　預り敷金積立預金支出 10,000,000 0 △ 10,000,000
　　②固定資産取得支出 14,000,000 19,553,200 5,553,200
　　　　　　建物取得支出 (670,000)
　　　　　　建物附属設備取得支出 (18,005,000)
　　　　　　什器備品取得支出 (878,200)
　　③預り敷金返還支出 0 4,110,000 4,110,000

　　　　　　投資活動支出計 27,300,000 26,729,983 △ 570,017
投資活動収支差額 △ 27,300,000 △ 18,294,983 9,005,017

Ⅲ　財務活動収支の部
財務活動収支差額 0 0 0

Ⅳ　予備費支出 5,000,000 0 △ 5,000,000

　　　　　　　当期収支差額 △ 22,740,000 14,341,759 37,081,759
前期繰越収支差額 65,000,000 69,372,811 4,372,811
次期繰越収支差額 42,260,000 83,714,570 41,454,570

平成１８年４月１日から平成1９年３月３１日まで

収　支　計　算　書



科　　　　　　目 一般会計 特別会計 内部取引消去 合　計
Ⅰ　事業活動収支の部
　１．事業活動収入
　　①基本財産運用収入
　　　　　基本財産賃貸料収入 0 19,610,835 19,610,835
　　　　　基本財産利息収入 547,437 0 547,437
　　②特定資産運用収入
　　　　　特定資産利息収入 353,001 491,036 844,037
　　③事業収入
　　　　　賃貸料収入 0 131,241,744 131,241,744
　　　　　共用費収入 0 24,764,239 24,764,239
　　④雑収入
　　　　　 受取利息収入 27,852 30,131 57,983
　　　　　 雑収入 0 1,728,240 1,728,240
　　⑤他会計からの繰入金収入
　　　　　寄附金収入 23,000,000 0 23,000,000 23,000,000
　　　　　繰入金収入 1,477,866 476,032 1,953,898 1,953,898
　　　　　　事業活動収入計 25,406,156 178,342,257 24,953,898 203,748,413
　２．事業活動支出
　　①事業費支出
　　　　　会館運営事業費 1,979,918 97,016,159 98,996,077
　　　　　論文表彰等事業費 19,268,724 0 19,268,724
　　②管理費支出 236,648 14,811,924 15,048,572
　　③他会計からの繰入金支出
　　　　　寄附金支出 0 23,000,000 23,000,000 23,000,000
　　　　　繰入金支出 476,032 1,477,866 1,953,898 1,953,898
　　④退職給付引当金支出 0 2,880,000 2,880,000
　　⑤法人税住民税等 0 9,964,400 9,964,400
　　　　　　事業活動支出計 21,961,322 149,150,349 24,953,898 171,111,671

　事業活動収支差額 3,444,834 29,191,908 32,636,742
Ⅱ　投資活動収支の部
　１．投資活動収入
　　①特定資産取崩収入
　　　　　退職給与引当資産取崩収入 0 2,880,000 2,880,000
　　　　　研究助成引当資産取崩収入 2,000,000 0 2,000,000
　　②預り敷金受入収入 0 3,555,000 3,555,000
　　　　　　投資活動収入計 2,000,000 6,435,000 8,435,000
　２．投資活動支出
　　①特定資産取得支出
　　　　　基本財産建物減価償却引当資産取得支出 1,890,325 0 1,890,325
　　　　退職給与引当資産取得支出 0 1,176,458 1,176,458
　　②固定資産取得支出
　　　　　　建物取得支出 0 670,000 670,000
　　　　　　建物附属設備取得支出 0 18,005,000 18,005,000
　　　　　　什器備品取得支出 0 878,200 878,200
　　③預り敷金返還支出 0 4,110,000 4,110,000
　　　　　　投資活動支出計 1,890,325 24,839,658 26,729,983

投資活動収支差額 109,675 △ 18,404,658 △ 18,294,983
Ⅲ　財務活動収支の部

財務活動収支差額 0 0
Ⅳ　予備費支出 0 0 0
　　　　　　　当期収支差額 3,554,509 10,787,250 14,341,759

前期繰越収支差額 34,042,162 35,330,649 69,372,811
次期繰越収支差額 37,596,671 46,117,899 83,714,570

平成１８年４月１日から平成1９年３月３１日まで

収　支　計　算　書　総　括　表



 

合　　　計 一般会計 特別会計

　会館運営事業費 (117,980,000) (98,996,077) (1,979,918) (97,016,159) (△ 18,983,923)

　　給料手当支出 16,130,000 16,121,690 322,434 15,799,256 △ 8,310

　　退職給付支出 2,280,000 713,250 14,265 698,985 △ 1,566,750

　　福利厚生費支出 1,980,000 1,710,876 34,216 1,676,660 △ 269,124

　　ビル管理委託費支出 42,000,000 41,423,862 828,478 40,595,384 △ 576,138

　　保守保全費支出 4,000,000 3,819,350 76,387 3,742,963 △ 180,650

　　修繕費支出 20,000,000 6,069,900 121,398 5,948,502 △ 13,930,100

　　光熱水料費支出 8,000,000 8,332,421 166,648 8,165,773 332,421

　　備品費支出 700,000 324,887 6,498 318,389 △ 375,113

　　消耗品費支出 400,000 385,787 7,716 378,071 △ 14,213

　　保険料支出 440,000 433,520 8,670 424,850 △ 6,480

　　租税公課支出 20,000,000 18,651,100 373,022 18,278,078 △ 1,348,900

　 　　会費支出 50,000 39,000 780 38,220 △ 11,000

　　雑支出 2,000,000 970,434 19,406 951,028 △ 1,029,566

　論文表彰等事業費 (18,960,000) (19,268,724) (19,268,724) (0) (308,724)

　　給料手当支出 2,700,000 2,686,950 2,686,950 0 △ 13,050

　　退職給付支出 380,000 118,875 118,875 0 △ 261,125

　　福利厚生費支出 330,000 285,147 285,147 0 △ 44,853

　　論文表彰事業費支出 8,000,000 8,548,697 8,548,697 0 548,697

　　講演会費支出 800,000 892,872 892,872 0 92,872

　　寄附金支出 600,000 800,000 800,000 0 200,000

　　助成金支出 4,000,000 4,000,000 4,000,000 0 0

　　共催金支出 1,300,000 1,000,000 1,000,000 0 △ 300,000

　　研究会費支出 500,000 576,927 576,927 0 76,927

　　会費支出 300,000 300,000 300,000 0 0

　　雑支出 50,000 59,256 59,256 0 9,256

　管理費 (17,100,000) (15,048,572) (236,648) (14,811,924) (△ 2,051,428)

　　給料手当支出 8,070,000 8,060,843 161,217 7,899,626 △ 9,157

　　退職給付支出 1,140,000 356,625 7,132 349,493 △ 783,375

　　福利厚生費支出 990,000 855,436 17,110 838,326 △ 134,564

　　交際費支出 1,600,000 1,610,224 32,205 1,578,019 10,224

　　会議費支出 200,000 131,153 2,623 128,530 △ 68,847

　　交通費支出 1,200,000 912,068 16,361 895,707 △ 287,932

　　通信費支出 500,000 506,610 0 506,610 6,610

　　保守保全費支出 400,000 249,675 0 249,675 △ 150,325

　　備品費支出 400,000 372,429 0 372,429 △ 27,571

　　消耗品費支出 300,000 253,834 0 253,834 △ 46,166

　　印刷製本費支出 500,000 341,895 0 341,895 △ 158,105

　　租税公課支出 0 14,000 0 14,000 14,000

　　会費支出 200,000 323,215 0 323,215 123,215

　　雑支出 1,600,000 1,060,565 0 1,060,565 △ 539,435

合　　　　　　　　計 154,040,000 133,313,373 21,485,290 111,828,083 △ 20,726,627

差　異
②ー①

支　出　科　目　内　訳　書

平成１８年４月1日から平成１９年３月３１日まで  

科　　　　　　目 予　算　額①
決　算　額②



　　　資金の範囲は、現金、預金、短期金銭債権・債務を含めている。
　　　なお、前期末及び当期末残高は下記２に記載するとおりである。

一般会計 特別会計 合 　計 一般会計 特別会計 合 　計
43,341 105,942 149,283 38,436 170,911 209,347
21,869,474 37,253,754 59,123,228 25,385,784 62,561,476 87,947,260
12,000,000 10,000,000 22,000,000 12,000,000 10,000,000 22,000,000
34,387 34,162 68,549 72,632 66,294 138,926
0 25,830 25,830 0 17,850 17,850
0 2,097,700 2,097,700 0 0 0

94,960 65,261 160,221 99,819 70,143 169,962
34,042,162 49,582,649 83,624,811 37,596,671 72,886,674 110,483,345

0 0 0 0 3,252,200 3,252,200
0 307,790 307,790 0 274,030 274,030
0 12,677,910 12,677,910 0 12,678,645 12,678,645
0 1,266,300 1,266,300 0 10,563,900 10,563,900
0 14,252,000 14,252,000 0 26,768,775 26,768,775

34,042,162 35,330,649 69,372,811 37,596,671 46,117,899 83,714,570

　未  収 消  費  税 等

収支計算書に対する注記

1.　資金の範囲　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

計

　前         受         金

　　(単位：円）

　未  払 消  費  税 等

　銀　　行　　預　　金
　現　 金 　預 　金　等
　運 　用 　利　 息　口
　未　　　　収　　　　金

次期繰越収支差額

2.　次期繰越収支差額の内訳は、次のとおりである。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　現                     金

　未　　収　　利　　息

当期末残高前期末残高
科　　　　目

　預         り          金

計
未  払 法 人 税  等



（単位：円）
科　　　　　　　目 当年度 前年度 増　　減
資産の部

〔流動資産〕
　現金 209,347
　銀行預金 87,947,260
　現金預金等 22,000,000
　運用利息口 138,926
　未収金 17,850
　未収利息 169,962

流動資産合計 110,483,345
〔固定資産〕
　（基本財産）
　　基本財産土地 1,000,000
　　基本財産建物 40,038,978
　　基本財産積立資産 58,961,022

基本財産合計 100,000,000
　（特定資産）
　　論文基金引当資産 36,000,000
　　建物改修引当資産 29,984,920
　　退職給付引当資産 13,710,900
　　預り敷金引当資産 10,147,820
　　研究助成引当資産 19,933,480

特定資産合計 109,777,120
　（その他固定資産）
　　建物 132,979,464
　　建物附属設備 135,943,449
　　什器備品 4,629,982
　　ソフトウエア 341,000
　　電話加入権 193,943
　　一般会計 2,920,798
その他固定資産合計 277,008,636
固定資産合計 486,785,756
資産の部合計 597,269,101
負債の部

〔流動負債〕
　　未払消費税等 3,252,200
　　未払法人税等 10,563,900
　　預り金 274,030
　　前受金 12,678,645
  　賞与引当金 1,273,500

流動負債合計 28,042,275
〔固定負債〕
　　預り敷金 103,978,000
　　退職給付引当金 13,727,520
　　特別会計 2,920,798

固定負債合計 120,626,318
負債の部合計 148,668,593
正味財産の部

〔指定正味財産〕
　　寄付金（土地） 1,000,000
　　論文奨励賞基金 36,000,000
指定正味財産合計 37,000,000

（うち基本財産への充当額） (1,000,000)
（うち特定資産への充当額） (36,000,000)
〔一般正味財産〕 411,600,508
（うち基本財産への充当額） (99,000,000)
（うち特定資産への充当額） (49,918,400)
一般正味財産合計 411,600,508

（うち特定資産への充当額） (49,918,400)
正味財産の部合計 448,600,508
負債及び正味財産合計 597,269,101

貸借対照表
平成１9年３月３１日現在

（注）　新会計基準適用初年度のため前年度欄及び増減欄に記載すべき金額はない。



（単位：円）
科　　　　　　　目 一般会計 特別会計 内部取引消去 合　　　計
資産の部

〔流動資産〕
　現金 38,436 170,911 209,347
　銀行預金 25,385,784 62,561,476 87,947,260
　現金預金等 12,000,000 10,000,000 22,000,000
　運用利息口 72,632 66,294 138,926
　未収金 0 17,850 17,850
　未収利息 99,819 70,143 169,962

流動資産合計 37,596,671 72,886,674 110,483,345
〔固定資産〕
　（基本財産）
　　基本財産土地 1,000,000 0 1,000,000
　　基本財産建物 40,038,978 0 40,038,978
　　基本財産積立資産 58,961,022 0 58,961,022

基本財産合計 100,000,000 0 100,000,000
　（特定資産）
　　論文基金引当資産 36,000,000 0 36,000,000
　　建物改修引当資産 0 29,984,920 29,984,920
　　退職給付引当資産 0 13,710,900 13,710,900
　　預り敷金引当資産 0 10,147,820 10,147,820
　　研究助成引当資産 19,933,480 0 19,933,480

特定資産合計 55,933,480 53,843,640 109,777,120
　（その他固定資産）
　　建物 0 132,979,464 132,979,464
　　建物附属設備 0 135,943,449 135,943,449
　　什器備品 0 4,629,982 4,629,982
　　ソフトウエア 0 341,000 341,000
　　電話加入権 0 193,943 193,943
　　一般会計 0 2,920,798 2,920,798 2,920,798
その他の固定資産合計 0 277,008,636 277,008,636
固定資産合計 155,933,480 330,852,276 486,785,756
資産の部合計 193,530,151 403,738,950 597,269,101
負債の部

〔流動負債〕
　　未払消費税等 0 3,252,200 3,252,200
　　未払法人税等 0 10,563,900 10,563,900
　　預り金 0 274,030 274,030
　　賞与引当金 0 1,273,500 1,273,500
　　前受金 0 12,678,645 12,678,645

流動負債合計 0 28,042,275 28,042,275
〔固定負債〕
　　預り敷金 0 103,978,000 103,978,000
　　退職給付引当金 0 13,727,520 13,727,520
　　特別会計 2,920,798 0 2,920,798 2,920,798

固定負債合計 2,920,798 117,705,520 120,626,318
負債の部合計 2,920,798 145,747,795 148,668,593
正味財産の部

〔指定正味財産〕
　　寄付金（土地） 1,000,000 0 1,000,000
　　論文奨励賞基金 36,000,000 0 36,000,000
（うち基本財産への充当額） (1,000,000) 0 (1,000,000)
（うち特定資産への充当額） (36,000,000) 0 (36,000,000)
指定正味財産合計 37,000,000 0 37,000,000

〔一般正味財産〕 153,609,353 257,991,155 411,600,508
（うち基本財産への充当額） (99,000,000) 0 (99,000,000)
（うち特定資産への充当額） (19,933,480) (29,984,920) (49,918,400)
一般正味財産合計 153,609,353 257,991,155 411,600,508
正味財産の部合計 190,609,353 257,991,155 448,600,508
負債及び正味財産合計 193,530,151 403,738,950 597,269,101

貸借対照表総括表
平成１9年３月３１日現在



（単位：円）
科　　　　　　　目 当年度 前年度 増減

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１.　経常増減の部

（1）　経常収益

　　①　基本財産運用収入

　　　　　　基本財産賃貸料収入 19,610,835

　　　　基本財産利息収入 547,437

　　②　特定資産運用収入

　　　　　　　　　　特定資産利息収入 844,037

　　③　事業収益

賃貸料収入 131,241,744

共用費収入 24,764,239

　　④　雑収益

受取利息 57,983

雑収入 1,728,240

　　⑤　寄附金収入 23,000,000

　　⑥　特定資産評価益 417,540

経常収益計 202,212,055

（2）　経常費用

 　①　事業費

　　　　　　　　　　会館運営事業費 119,486,762

　　　　　　　　　　論文表彰等事業費 21,982,660

 　②　管理費 24,196,295

　 ③　寄付金支出 23,000,000

経常費用計 188,665,717

当期経常増減額 13,546,338

　２．経常外増減の部

（1）　経常外収益

　　①　退職給付引当金取崩収入 550,418

　　②　投資有価証券売却益 0

経常外収益計 550,418

（2）　経常外費用

　　①　退職給付費用 550,418

　　②　賞与引当金繰入 1,273,500

　　③　固定資産除却損 54,105

　　④　過年度特定資産評価損 367,940

　　⑤　投資有価証券売却損 0

経常外費用計 2,245,963

当期経常外増減額 △ 1,695,545

税引前当期一般正味財産増減額 11,850,793

法人税、住民税及び事業税 9,964,400

当期一般正味財産増減額 1,886,393

一般正味財産期首残高 409,714,115

一般正味財産期末残高 411,600,508

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　論文奨励賞基金収入 0

当期指定正味財産増減額 0

指定正味財産期首残高 37,000,000

指定正味財産期末残高 37,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 448,600,508

正味財産増減計算書
自平成１8年４月１日　至平成１9年３月３１日

（注）　新会計基準適用初年度のため前年度欄及び増減欄に記載すべき金額はない。



（単位：円）
科　　　　　　　目 一般会計 特別会計 内部取引消去 合　　計

Ⅰ　一般正味財産増減の部

　１.　経常増減の部

（1）　経常収益

　　①　基本財産運用収入

　　　　　　基本財産賃貸料収入 0 19,610,835 19,610,835

　　　　基本財産利息収入 547,437 0 547,437

　　②　特定資産運用収入

　　　　　　特定資産利息収入 353,001 491,036 844,037

　　③　事業収益

賃貸料収入 0 131,241,744 131,241,744

共用費収入 0 24,764,239 24,764,239

　　④　雑収益

受取利息 27,852 30,131 57,983

雑収入 0 1,728,240 1,728,240

　　⑤　寄附金収入 23,000,000 23,000,000 23,000,000

　　⑥　特定資産評価益 64,590 352,950 417,540

経常収益計 23,992,880 178,219,175 202,212,055

（2）　経常費用

 　　①　事業費

　　　　　　　　　　会館運営事業費 2,389,732 117,097,030 119,486,762

　　　　　　　　　　論文表彰等事業費 21,982,660 0 21,982,660

 　　②　管理費 419,603 23,776,692 24,196,295

　 　③　寄付金支出 0 23,000,000 23,000,000 23,000,000

経常費用計 24,791,995 163,873,722 188,665,717

当期経常増減額 △ 799,115 14,345,453 13,546,338

　２．経常外増減の部

（1）　経常外収益

　　　退職給付引当金取崩益 0 550,418 550,418

経常外収益計 0 550,418 550,418

（2）　経常外費用

　　①退職給付費用 0 550,418 550,418

　　②賞与引当金繰入 25,470 1,248,030 1,273,500

　　③固定資産除却損 1,082 53,023 54,105

　　④過年度特定資産評価損 131,110 236,830 367,940

経常外費用計 157,662 2,088,301 2,245,963

当期経常外増減額 △ 157,662 △ 1,537,883 △ 1,695,545

税引前当期一般正味財産増減額 △ 956,777 12,807,570 11,850,793

法人税、住民税及び事業税 0 9,964,400 9,964,400

当期一般正味財産増減額 △ 956,777 2,843,170 1,886,393

一般正味財産期首残高 154,566,130 255,147,985 409,714,115

一般正味財産期末残高 153,609,353 257,991,155 411,600,508

Ⅱ　指定正味財産増減の部

　　　論文奨励賞基金収入 0 0 0
当期指定正味財産増減額 0 0 0
指定正味財産期首残高 37,000,000 0 37,000,000
指定正味財産期末残高 37,000,000 0 37,000,000

Ⅲ　正味財産期末残高 190,609,353 257,991,155 448,600,508

正味財産増減計算書総括表
自平成１8年４月１日　至平成１9年３月３１日



合　　　計 一般会計 特別会計

　会館運営事業費 (119,486,762) (2,389,732) (117,097,030)

　　給料手当 16,121,690 322,434 15,799,256

　　退職給付費用 1,419,125 28,382 1,390,743

　　福利厚生費 1,710,876 34,216 1,676,660

　　ビル管理委託費 41,423,862 828,478 40,595,384

　　保守保全費 3,819,350 76,387 3,742,963

　　修繕費支出 6,069,900 121,398 5,948,502

　　光熱水料費 8,332,421 166,648 8,165,773

　　備品費 324,887 6,498 318,389

　　消耗品費 385,787 7,716 378,071

　　保険料 433,520 8,670 424,850

　　租税公課 18,651,100 373,022 18,278,078

　　諸会費 39,000 780 38,220

　　雑費 970,434 19,406 951,028

　　減価償却費 19,784,810 395,697 19,389,113

　論文表彰等事業費 (21,982,660) (21,982,660) (0)

　　給料手当 2,686,950 2,686,950 0

　　退職給付費用 236,521 236,521 0

　　福利厚生費 285,147 285,147 0

　　論文表彰事業費 8,548,697 8,548,697 0

　　講演会費 892,872 892,872 0

　　寄附金 800,000 800,000 0

　　助成金 4,000,000 4,000,000 0

　　共催金 1,000,000 1,000,000 0

　　研究会費 576,927 576,927 0

　　諸会費 300,000 300,000 0

　　雑費 59,256 59,256 0

　　投資有価証券償却 3,672 3,672 0

　　減価償却費 2,592,618 2,592,618 0

　管理費 (24,196,295) (419,603) (23,776,692)

　　給料手当 8,060,843 161,217 7,899,626

　　退職給付費用 709,562 14,191 695,371

　　福利厚生費 855,436 17,110 838,326

　　交際費 1,610,224 32,205 1,578,019

　　会議費 131,153 2,623 128,530

　　交通費 912,068 16,361 895,707

　　通信費 506,610 0 506,610

　　保守保全費 249,675 0 249,675

　　備品費 372,429 0 372,429

　　消耗品費 253,834 0 253,834

　　印刷製本費 341,895 0 341,895

　　租税公課 14,000 0 14,000

　　諸会費 323,215 0 323,215

　　雑費 1,060,565 0 1,060,565

　　減価償却費 8,794,786 175,896 8,618,890

費　用　科　目　内　訳　書
平成１８年４月1日から平成１９年３月３１日まで  

科　　　　　　目
決　算　額



（単位：円）

Ⅰ　資産の部
　　１.　流動資産
　　　　　　現金預金
　　　　　　　　　現金手許有高 209,347
　　　　　　　　　普通預金 87,947,260
　　　　　　現金預金等      野村證券（ＭＭＦ） 22,000,000
　　　　　　運用利息口　　　野村證券（ＭＭＦ、ＦＦＦ）      138,926
　　　　　　未収金　　　　　　会議室使用料他 17,850
　　　　　　未収利息　　　　　　　 169,962
　　　　　　　　流動資産合計 110,483,345
　　２.　固定資産
　　　（１）　基本財産
　　　　　　基本財産土地　　　　　475.67㎡ 1,000,000
　　　　　　基本財産建物　　　　4,967.11㎡ 40,038,978
　　　　　　基本財産積立資産　国債、社債、普通預金 58,961,022
　　　　　　　　基本財産合計 100,000,000
　　　（2）　特定財産
　　　　　　論文基金引当資産　　野村證券（社債、MMF、FFF等） 36,000,000
　　　　　　建物改修引当資産　　　　〃　　 （社債、CRF） 29,984,920
　　　　　　退職給付引当資産　　　　〃　　 （社債、FFF） 13,710,900
　　　　　　預り敷金引当資産　　　 　〃　　  (社債、FFF） 10,147,820
　　　　　　研究助成引当資産　　　　〃　　 （社債、ＣＲＦ） 19,933,480
　　　　　　　　特定資産合計 109,777,120
　　　（3）　その他固定資産
　　　　　　建物　　　　　　　　　　地下2階・地上9階、延べ4,925.3㎡ 132,979,464
　　　　　　附属設備　　　　　　　冷暖房設備他 135,943,449
　　　　　　什器備品　　　　　　　役員室及び会議室机・椅子他 4,629,982
　　　　　　ソフトウェア　　　　　　公益法人会計ソフト 341,000
　　　　　　電話加入権　　　　　　事務局電話3台 193,943
　　　　　　　　その他固定資産合計 274,087,838

資　産　合　計　（Ａ） 594,348,303
Ⅱ　負債の部
　　１.　流動負債
　　　　　　未払消費税等 3,252,200
　　　　　　預り金　　　　　　　　　源泉所得税他 274,030
　　　　　　前受金　　　　　　　　 4月分賃貸料前受分 12,678,645
　　　　　　未払法人税等 10,563,900
　　　　　　賞与引当金　　　　　職員賞与引当分 1,273,500
　　　　　　　　流動負債合計 28,042,275
　　2.　固定負債
　　　　　　預り敷金　　　　　　　テナント20社 103,978,000
　　　　　　退職給付引当金　　職員退職給付引当分 13,727,520
　　　　　　　　固定負債合計 117,705,520

負　債　合　計　（B) 145,747,795
正　味　財　産　（A-B） 448,600,508

財産目録
平成１9年３月３１日現在



当期から「公益法人会計基準」（平成16年10月14日　公益法人等の指導監督等に

関する関係省庁連絡会議申合せ）を採用している。

満期保有有価証券・・・・・ 取得価額または償却原価法

その他の有価証券・・・・・・ 時価法

     税抜き方式で行っている。

　　基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

（単位：円）

科　　　　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

基本財産

基 本 財 産 土 地 1,000,000 0 0 1,000,000

基 本 財 産 建 物 41,925,631 0 1,886,653 40,038,978

基本財産定期預金 57,074,369 1,886,653 0 58,961,022

小 計 100,000,000 1,886,653 1,886,653 100,000,000

特定資産

論文基金引当資産 36,000,000 0 0 36,000,000

建物改修引当資産 30,000,000 0 15,080 29,984,920

退職給付引当資産 15,431,062 0 1,720,162 13,710,900

預り敷金引当資産 10,000,000 147,820 0 10,147,820

研究助成引当資産 22,000,000 0 2,066,520 19,933,480

小　計 113,431,062 147,820 3,801,762 109,777,120

合　計 213,431,062 2,034,473 5,688,415 209,777,120

財務諸表に対する注記

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

     平成１０年４月１日以降に新築・増築した建物は定額法による。但し、該当建物はない。

（3）引当金の計上基準にについて

      退職給付引当金・・・　当法人退職給与規程による常勤役員及び従業員分の自己都合の

１．重要な会計方針

（2）固定資産の減価償却について

（４）消費税等の会計処理方法

     基本財産建物、建物、及び建物附属設備は定率法によっている。

　　什器備品及びソフトウエアは定額法によっている。

（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　賞与引当金　・・・・・・　6月支給見込額のうち当年度に帰属するものを計上している。

     　　　　　　　　　　　　　　 期末要支給額全額を計上している。



　　基本財産及び特定資産の財源等の内訳は次のとおりである。

（単位：円）

科　　　　　目 当期末残高
（うち指定正味
財産からの充
当額）

（うち一般正味
財産からの充
当額）

（うち負債に対
応する額）

基本財産

基 本 財 産 土 地 1,000,000 1,000,000

基 本 財 産 建 物 40,038,978 40,038,978

基本財産定期預金 58,961,022 58,961,022

小 計 100,000,000 1,000,000 99,000,000

特定資産

論文基金引当資産 36,000,000 36,000,000

建物改修引当資産 29,984,920 29,984,920
退職給付引当資産 13,710,900 13,710,900
預り敷金引当資産 10,147,820 10,147,820

研究助成引当資産 19,933,480 19,933,480

小　計 109,777,120 36,000,000 49,918,400 23,858,720

合　計 209,777,120 37,000,000 148,918,400 23,858,720

（単位：円）

科　　　　目 取得価額 減価償却累計額 当期末残高

基本財産建物 205,319,245 165,280,267 40,038,978

建　　　　　　物 211,394,610 78,415,146 132,979,464

建物附属設備 433,057,942 297,114,493 135,943,449

什　器　備　品 21,402,317 16,772,335 4,629,982

　ソ フ ト ウ エ ア 660,000 319,000 341,000

合　　　　計 871,834,114 557,901,241 313,932,873

　　満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額及び評価損益は次のとおりである。

（単位：円）

科　　　　目 帳簿価額 時　価 評価損益
第30回利付中期国債（5年） 17,005,542 17,020,400 14,858
第6回日本学生支援債券 30,000,000 29,688,780 △ 311,220
第25回国民生活債券 9,997,000 10,096,120 99,120
中部電力㈱第465回社債 10,000,000 9,983,380 △ 16,620
第10回中小企業債券 9,993,000 9,947,150 △ 45,850
第12回日本政策投資銀行債券 9,999,000 9,949,100 △ 49,900

合　　計 86,994,542 86,684,930 △ 309,612

５．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は次のとおりである。

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳



以上のとおりであります。 
平成１９年４月１３日 
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